
2023年度 チューリッヒ日本人学校（全日校）学校教育ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年度の重点目標・方策 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな国際感覚をもち 

夢に向かって挑戦する児童生徒の育成 

◆学校運営に関わる機関◆ 

学校運営委員会 

チューリッヒ日本商工会 

チューリッヒ日本人学校保護者会 

チューリッヒ日本人会 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

文部科学省 

海外子女教育財団 

チューリッヒ州教育機関 

ウスター市各機関 

チューリッヒ日本人学校 

補習校 

目ざす子ども像 
 

    ・自ら考え進んで学ぶ子（知育）    ・たくましく心身を鍛える子（体育） 

    ・思いやりのある子（徳育）      ・世界に心を開く子（国際理解） 

研修等交流校 

ジュネーブ補習授業校 

各現地校 

地域社会 

 

基 本 理 念 
スイスの恵まれた教育環境を生かし、日本人としての誇りを育てるとともに、豊かな国際感覚を養

い、児童生徒一人一人の個性・能力の伸長を図り、「未来に生きてはたらく力」をはぐくむ教育の創

造に努める。 

•知っていることを活用し、自分なりの考えをつくり

表現し、活用する
<    主体的・対話的で深い学びを意識した授業の実施 >

学力の向上

(知育)

•自分の良さ・相手の良さに気付き、互いに認め合い・
高めあう
<  日常的な「認め合う活動」の充実 >

心の教育の

推進 (徳育)

•ねばり強く取り組み、進んで体力を高める
<  個に応じた目標の設定とふり返りの充実 >

健やかな

身体 (体育)

•自分の思いや願い・課題やゴールイメージを持ち、

探究する
<  生活 :  子どもの思いや願いを大切にした学習活動

総合 :  探究のプロセスと単元のゴールを意識した学習活動>

生活科・総合的な

学習の時間の充実

•学校からの情報発信を充実し、相談しやすく対応が

迅速な学校の創造に努める
< 各種たより・ホームページの充実と対話しやすい環境づくり>

開かれた学校


